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第
六
十
六
回
（
令
和
二
年
度
） 

神
道
史
学
会 

 

 

発
表
題
目
「
物
忌
の
名
義
か
ら
み
る
内
宮
相
殿
神
の
役
割
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

紀
ノ
崎
剛 

 

㈠
、
三
色
（
さ
ん
じ
き
）
の
物
忌
（
も
の
い
み
） 

延
暦
二
十
三
年
（8

0
4

）、
神
宮
か
ら
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
儀
式

帳
』
一

に
は
、 

天
照
坐
皇
太
神 

所
称
天
照
意
保
比
流
売
尊 

同
殿
坐
神
二
柱
〔
坐
左
方
称
天
手
力
男
神
、
霊
御
形
弓
坐
、
坐
右
方
称
万

幡
豊
秋
津
姫
命
也
、
此
皇
孫
之
母
、
靈
御
形
剣
坐
〕 

と
あ
り
ま
す
。
内
宮
の
天
照
大
御
神
と
同
殿
（
御
正
宮
）
に
祭
ら
れ
て
い
る
相

殿
神
（
あ
い
ど
の
の
か
み
）
を
、
左
方
、
天
手
力
男
神
（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
を

の
か
み
）、
右
方
、
万
幡
豊
秋
津
姫
命
（
よ
ろ
づ
は
た
と
よ
あ
き
つ
ひ
め
）
と
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
霊
御
形
（
み
た
ま
の
お
ほ
む
か
た
）
を
弓
と
剣
と
し
て
い
ま
す
。 

天
照
大
御
神
、
天
手
力
男
神
、
万
幡
豊
秋
津
姫
命
の
三
柱
の
神
々
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
大
物
忌
（
お
ほ
も
の
い
み
）、
宮
守
物
忌
（
み
や
も
り
の
も
の
い
み
）、

地
祭
物
忌
（
と
こ
ま
つ
り
の
も
の
い
み
）
の
三
色
の
物
忌
が
奉
斎
し
ま
す
。 

ま
た
、 

物
忌
並
小
内
人
宿
館
伍
院
。 

大
物
忌
、
斎
館
一
間
。
斎
火
炊
屋
一
間
。
厨
屋
一
間
。
大
炊
屋
一
間
。 

宮
守
物
忌
、
斎
館
屋
一
間
。
斎
火
炊
屋
一
間
。 

地
祭
物
忌
、
斎
館
屋
一
間
。
斎
火
炊
屋
一
間
。 

と
あ
り
、 

三
色
の
物
忌
は
、
斎
館
を
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
、
常
に
忌
火
を
使
っ
た
物
を

食
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
宮
後
の
川
を
渡
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
物
忌
は
、
物
忌
の
中
で
も
特
に
重
要
な
職
掌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 御

正
體
を
奉
斎
す
る
大
物
忌
と
万
幡
豊
秋
津
姫
命
を
奉
斎
す
る
地
祭
物
忌
は

童
女
、
天
手
力
男
神
を
奉
斎
す
る
宮
守
物
忌
は
童
男
で
す
。
幼
い
子
供
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
父
が
介
添
え
役
を
担
い
、
祭
祀
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
父
を
物
忌
の
父
と
い
い
ま
す
。 

 ㈡
、
他
の
物
忌 

 

他
の
物
忌
に
は
、 

酒
作
物
忌
（
さ
か
と
く
の
も
の
い
み
・
大
御
神
に
供
る
御
酒
を
作
り
奉
る
職
。）
、 

清
酒
作
物
忌
（
き
よ
さ
か
と
く
の
も
の
い
み
・
大
御
神
に
供
る
清
酒
を
作
り

奉
る
職
）、 

滝
祭
物
忌
（
た
ぎ
ま
つ
り
の
も
の
い
み
・
滝
祭
の
神
の
御
饌
を
供
奉
る
職
）、 
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御
塩
焼
物
忌
（
み
さ
き
も
の
い
み
・
大
御
神
の
御
饌
の
料
の
堅
塩
を
や
き
供

奉
る
職
）、 

土
師
器
作
物
忌
（
は
じ
の
う
つ
は
も
の
つ
く
り
の
も
の
い
み
・
大
宮
及
び
所
々

の
御
料
を
始
め
、
そ
の
外
所
用
器
を
作
り
進
る
職
）、
等
が
あ
り
ま
す
。
ど
の 

物
忌
も
そ
の
職
掌
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

次
に
神
宮
の
人
員
構
成
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

 ㈢
、
神
宮
の
人
員
構
成 

神
宮
全
体
の
人
員
構
成
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
。 「

禰
宜
一
人
、
大
内
人
四
人
、
物
忌
九
人
、
物
忌
の
父
九
人
、
小
内
人
九

人
」 

『
延
喜
式
』「
伊
勢
大
神
宮
式
」
も
同
じ
職
掌
に
同
じ
人
数
で
す
が
、
童
女
と
童

男
の
比
率
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
、
時
代
と
共
に
人
数
は
変
化
し
ま
す
。 

次
に
、
人
員
構
成
を
列
挙
し
ま
す
。 

 

 

①
禰
宜 

『
儀
式
帳
』
当
時
は
、
荒
木
田
公
成
。
荒
木
田
氏
が
禰
宜
を
担
う
。 

「
假
に
て
願
の
義
な
り
。
そ
の
こ
と
を
祈
り
願
ふ
職
な
れ
ば
、

直
に
そ
れ
を
職
名
と
す
。」
（『
大
神
宮
儀
式
解
』
二

よ
り
。） 

 

 

②
大
内
人 

『
儀
式
帳
』
当
時
は
、
磯
部
小
紲
。
宇
治
土
公
氏
が
担
う
。 

「
大
御
神
へ
殊
に
親
く
奉
仕
よ
し
の
稱
な
る
べ
し
。
云
々 

宇

治
土
公
姓
の
内
人
な
れ
ば
、
こ
れ
を
宇
治
大
内
人
と
い
ひ
、 

次
に
見
ゆ
る
ご
と
く
、
太
玉
串
儲
備
職
な
れ
ば
玉
串
大
内
人
と
も

い
ふ
。」（
右
に
同
じ
） 

 
 

 
 

 
 

 

③
物
忌 

『
儀
式
帳
』
当
時
は
、
童
女
童
男
の
内
、
宮
守
の
物
忌
と
山
向
の

物
忌
は
童
男
で
あ
り
、
そ
の
他
の
物
忌
は
童
女
で
あ
る
。
正
宮
の

御
饌
を
担
当
す
る
重
要
な
物
忌
を
大
物
忌
と
い
う
。
主
に
荒
木
田

神
主
氏
の
娘
で
あ
っ
た
。
実
際
の
儀
式
を
直
接
行
う
祭
祀
側
の
中

心
的
存
在
で
あ
る
。 

「
物
忌
は
、
常
に
斎
火
を
食
ひ
、
諸
の
事
忌
し
て
、
き
た
な
き
に

不
觸
斎
敬
神
事
に
供
奉
れ
ば
、
こ
れ
を
職
名
と
す
。（
右
に
同
じ
） 

 
 

 
 

 
 

 

④
物
忌
父 

「
物
忌
は
童
女
な
れ
ば
こ
れ
を
介
保
る
職
を
父
と
い
ふ
。」 

物
忌
（
童
女
童
男
）
の
儀
式
を
補
佐
す
る
役
目
で
あ
る
。 

（
右
に
同
じ
） 

 

 

⑤
小
内
人 

此
内
人
は
職
掌
宇
治
大
内
人
と
異
な
り
。そ
の
所
役
次
に
見
ゆ
。

そ
の
職
宇
治
大
内
人
と
同
く
重
け
れ
ど
、
常
に
忌
火
物
を
不
食
、
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又
六
月
の
御
祭
生
糸
九
月
御
祭
御
衣
供
奉
る
事
無
し
。
さ
れ
ば

そ
の
任
宇
治
大
内
人
よ
り
少
し
劣
れ
り
。
」（
右
に
同
じ
） 

そ
の
数
九
人
と
あ
り
、
物
忌
、
物
忌
父
と
同
じ
人
数
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
物
忌
を
中
心
と
す
る
実
際
の
祭
祀
を
物
忌
父
以
外
の

雑
事
を
補
佐
す
る
役
目
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
人
員
の
職
掌
は
、 

凡
二
所
大
神
宮
禰
宜
大
小
内
人
物
忌
諸
別
宮
内
人
物
忌
等
。
並
任
度 

會
郡
人
〔
担
伊
雑
宮
内
人
二
人
物
忌
父
等
任
志
摩
國
神
戸
人
〕 

と
あ
り
、
在
地
の
人
が
、
そ
の
祭
祀
を
掌
る
役
目
を
し
ま
す
。 

 

㈣
、
祭
祀
の
物
忌 

 

次
に
、
祭
祀
の
場
面
「
皇
太
神
御
形
新
宮
遷
奉
時
儀
式
行
事
」
に
、
大
物
忌

の
動
き
を
み
ま
す
。（
原
文
を
読
み
下
し
て
以
下
に
記
す
。） 

亥
の
時
を
以
っ
て
始
め
て
、
然
即
ち
御
装
束
物
等
を
皆
悉
く
参
入
り
て
、

内
院
の
中
の
御
門
に
て
、
使
い
の
中
臣
、
新
宮
仕
え
奉
り
て
遷
し
奉
る
状
、

幷
び
に
、
御
装
束
儲
け
備
え
奉
進
る
状
を
告
刀
申
し
、
之
の
如
く
申
し
畢

り
て
、
使
い
の
中
臣
一
人
、
幷
び
に
、
太
神
宮
司
、
御
装
束
物
を
持
た
し

め
て
、
新
宮
に
参
入
て
、
正
殿
御
橋
下
に
侍
ふ
。〔
東
、
使
い
の
中
臣
、
西
、

太
神
宮
司
〕
爾
時
、
大
物
忌
、
先
、
参
上
り
て
手
付
初
め
る
。
次
に
禰
宜

参
上
り
て
、
正
殿
の
戸
を
開
け
奉
て
、
正
殿
内
の
四
角
に
燈
油
を
燃
て
、

御
装
束
、
具
に
進
て
畢
ぬ
。
皆
悉
く
罷
り
出
、
但
し
、
使
い
は
外
の
直
会

殿
に
坐
す
。 

然
、
太
神
宮
司
、
人
垣
に
仕
え
奉
る
人
等
、
召
集
え
て
、
即
衣
垣
、
衣
笠
、

刺
羽
等
を
持
た
し
め
て
、
人
垣
仕
え
奉
る
男
女
等
に
、
太
玉
串
を
持
捧
げ

令
め
て
、
左
右
に
分
か
れ
て
立
ち
て
、
太
神
宮
司
、
率
て
参
入
り
て
、
正

殿
の
御
橋
の
許
に
侍
候
る
。
爾
時
、
行
幸
道
に
布
を
敷
く
。 

即
ち
、
大
物
忌
御
鎰
を
賜
て
、
正
殿
の
戸
を
開
き
奉
る
。〔
先
、
大
物
忌
、

戸
を
手
付
初
め
る
。
次
に
禰
宜
、
参
上
り
て
、
戸
を
開
け
る
。〕
即
ち
、
正

殿
内
に
燈
油
を
燃
す
。
御
舩
代
を
開
き
奉
り
て
、
正
體
を
ば
、
禰
宜
頂
き

奉
る
。
相
殿
神
東
に
坐
す
方
は
、
宇
治
の
内
人
頂
き
奉
る
。
西
に
坐
す
方

は
大
物
忌
の
父
頂
き
奉
り
て
遷
し
奉
る
。 

と
あ
り
、
本
宮
に
お
い
て
、
使
い
の
中
臣
が
、
遷
宮
の
こ
と
と
、
御
装
束
を
備

え
設
け
る
こ
と
を
祝
詞
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

新
宮
に
お
い
て
、
大
物
忌
の
役
割
は
、
先
に
手
付
け
初
め
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
最
初
に
階
を
上
が
っ
て
新
宮
の
御
戸
開
の
鍵
を
開
け
る
所
作
を
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。（
童
女
に
は
無
理
が
あ
り
、
御
鍵
を
開
け
る
の
は
父
の
役
目
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。）
次
に
、
禰
宜
が
戸
を
開
き
、
火
を
灯
し
て
、
殿
の
内
装
を

整
え
ま
す
。 

 

次
に
本
宮
に
お
い
て
、
大
物
忌
が
先
に
手
付
け
初
め
て
、
御
戸
開
の
鍵
を
開

け
る
所
作
を
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
に
、
禰
宜
が
戸
を
開
け
、
火
を
灯
し
ま
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す
。
禰
宜
が
、
御
正
體
を
直
接
担
当
し
御
船
代
（
み
ふ
な
し
ろ
・
霊
御
形
を
い

れ
る
も
の
。）
を
開
け
ま
す
。
東
の
天
手
力
男
神
の
霊
御
形
の
御
弓
は
、
直
接
的

に
は
、
宇
治
の
内
人
が
担
当
し
ま
す
。
西
の
万
幡
豊
秋
津
姫
命
の
霊
御
形
の
御

剣
は
、
直
接
的
に
は
、
大
物
忌
の
父
が
担
当
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
行
事
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
担
当
す
る
の
は
、
大
人
の
役
目

で
あ
る
こ
と
が
、「
皇
太
神
御
形
新
宮
遷
奉
時
儀
式
行
事
」
か
ら
も
見
て
と
れ
ま

す
。
で
は
、
三
色
の
物
忌
（
童
女
、
童
男
）
の
本
来
的
役
目
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。 大

物
忌
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
、（
原
文
を
読
み
下
し
て
以
下
に
記
す
。） 

此
れ
初
め
大
神
を
頂
き
斎
き
奉
り
た
ま
う
倭
姫
内
親
王
、
朝
廷
に
還
り
参 

 
 

い
上
り
た
ま
う
時
に
、
今
禰
宜
神
主
公
成
等
が
先
祖
、
天
見
通
命
の
孫
、

川
姫
命
、
倭
姫
の
御
代
大
物
忌
と
為
し
て
川
姫
命
を
以
て
、
大
神
を
傳
き

奉
ら
令
め
て
、
そ
の
時
従
り
、
始
め
て
大
神
に
専
ら
手
付
き
奉
り
て
、
傳

き
奉
る
。
今
斎
内
親
王
従
り
大
物
忌
は
大
神
に
近
く
傳
き
奉
り
。
晝
夜
不

避
ず
、
今
世
迄
、
尤
も
重
し
。
仍
て
大
物
忌
の
元
発
る
由
、
件
の
如
し
。 

と
あ
り
ま
す
。
大
物
忌
の
始
原
は
、
倭
姫
命
が
都
に
帰
る
に
あ
た
っ
て
、
川
姫

命
を
代
わ
り
と
し
て
、
天
照
大
御
神
の
最
も
近
く
に
あ
り
、
昼
夜
を
通
じ
て
奉

斎
し
た
と
し
て
い
ま
す
。
相
殿
神
の
物
忌
も
大
物
忌
の
こ
の
役
割
か
ら
派
生
、

展
開
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。 

次
に
、『
神
宮
祭
祀
概
説
』
三

を
参
考
に
、
神
嘗
祭
（
古
儀
）
に
お
け
る
三
色

の
物
忌
の
動
き
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

十
六
日
亥
の
刻
（
午
後
十
時
頃
）
に
大
物
忌
、
宮
守
物
忌
、
地
祭
物
忌
、
酒

作
物
忌
、
清
酒
作
物
忌
（
そ
れ
ぞ
れ
の
父
）
が
大
御
饌
、
大
御
酒
を
供
進
し
ま

す
。
大
御
饌
は
、
正
殿
床
下
の
心
御
柱
の
前
に
薦
を
敷
き
、
そ
の
上
に
供
進
し

ま
す
。
正
宮
は
大
物
忌
（
童
女
）、
天
手
力
男
神
は
、
宮
守
物
忌
（
童
男
）
万
幡

豊
秋
津
姫
命
は
、
地
祭
物
忌
（
童
女
）
が
担
当
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
斎
王
と
大
物
忌
と
の
関
係
を
奉
幣
の
儀
（
十
七
日
）
に
追
え
ば
、
大

宮
司
か
ら
大
玉
串
を
進
め
ら
れ
た
斎
王
は
、
命
婦
を
従
え
て
内
玉
垣
御
門
前
に

進
み
拝
礼
。
拝
礼
の
後
に
、
斎
王
は
大
玉
串
を
大
物
忌
に
渡
し
ま
す
。
渡
さ
れ 

た
大
物
忌
は
、
大
玉
串
を
瑞
垣
御
門
の
前
に
立
て
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
大
物
忌
に
代
表
さ
れ
る
三
色
の
物
忌
の
最
重
要
な
役
割
は
、

「
そ
の
時
従
り
、
始
め
て
大
神
に
専
ら
手
付
き
奉
り
て
、
傳
き
奉
る
。
今
斎
内

親
王
従
り
大
物
忌
は
大
神
に
近
く
傳
き
奉
り
。」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
祭
祀
上
、

三
柱
の
神
の
最
も
近
く
に
、
か
し
ず
く
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 明

ら
か
に
、
神
宮
祭
祀
の
概
念
上
、
神
の
最
も
近
く
ま
で
進
め
る
の
は
、
こ

の
三
色
の
物
忌
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
斎
王
の
祭
祀
次
第
も
大
玉
串
を
奉
る
作
法

は
、
大
物
忌
に
委
任
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
潔
斎
が
他
の
職
掌
よ
り
重
い
こ

と
か
ら
も
窺
え
ま
す
。 
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㈤
、
相
殿
神 

天
手
力
男
神
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
天
岩
屋
戸
の
段
に
よ
れ
ば
、

そ
の
神
格
は
、
手
の
威
力
の
強
い
男
神
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
語
義
は
、「
天
」
は
、

高
天
原
に
関
係
す
る
、
手
力
の
霊
威
力
の
優
れ
た
腕
力
の
強
い
男
の
神
で
す
。

そ
の
手
の
霊
威
力
に
よ
り
天
岩
屋
戸
の
御
戸
を
開
い
た
と
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
『
古
事
記
伝
』
四

に
は
、
「
此
に
て
此
の
神
の
名
義
あ
ら
は
れ
た
り
、

戸
を
引
開
む
に
は
本
よ
り
の
こ
と
、
御
手
を
取
て
引
出
奉
む
に
も
、
手
力
の
優

た
ら
む
神
を
充
べ
き
わ
ざ
な
り
か
し
、
云
々
」
と
あ
り
ま
す
。 

天
岩
屋
戸
を
開
け
る
行
為
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
天
照
大
御
神
の
御
手
を
直

接
と
っ
て
引
き
出
し
奉
っ
て
い
る
の
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。（
原
文
を
読
み
下

し
て
以
下
に
記
す
。） 

細
に
磐
戸
を
開
け
て
窺
す
。
時
に
手
力
雄
神
、
則
ち
天
照
大
御
神
の
手
を

奉
承
り
て
、
引
き
奉
出
る
、『
日
本
書
紀
』
五 

ま
た
、
『
古
語
拾
遺
』
六

（
原
文
を
読
み
下
し
て
以
下
に
記
す
。
）
に
は
、
天

岩
屋
戸
祭
祀
の
段
取
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
大
峡
、
小
峡
の
材
を
伐
り
て
瑞
殿

を
造
り
、
兼
て
は
御
笠
と
矛
盾
を
作
ら
し
む
」「
爰
に
天
力
雄
神
を
し
て
其
の
扉

を
引
啓
け
、
新
宮
に
遷
座
。」
と
、
遷
宮
を
連
想
さ
せ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
天
手
力
男
神
は
、
五
伴
緒
と
は
別
に
、
天
孫
と
共
に
天
降
り
ま
す
。 

『
古
事
記
』
七

に
「
次
に
手
力
男
神
は
、
佐
那
々
県
に
坐
す
。」
と
あ
り
ま
す
。

『
延
喜
式
』
八

「
神
名
式
上
」
に
、
多
気
郡
に
佐
那
神
社
二
座
と
あ
り
、『
式
内

社
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
所
在
地
は
、
多
気
郡
多
気
町
佐
奈
字
仁

田
一
五
六
番
地
で
す
。
二
座
は
、
天
手
力
男
神
と
曙
立
王
命
（
開
化
天
皇
の
御

子
、
大
俣
王
の
子
）
で
す
。 

ま
た
、『
神
名
式
下
』
の
紀
伊
国
三
十
一
座
の
牟
婁
郡
六
座
の
な
か
に
、
天
手

力
男
神
社
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
紀
伊
の
名
草
郡
に
、
天
岩
屋
戸
祭
祀
に
お
け
る

御
鏡
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
日
前
神
社
（
現
在
の
和
歌
山
の
日
前
宮
）
が

あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
に
、 

是
に
、
思
兼
神
の
議
に
従
ひ
て
、
石
凝
姥
神
を
し
て
日
の
像
の
鏡
を
鋳
し

む
。
初
度
に
鋳
た
る
は
、
少
に
意
に
合
は
ず
。〔
是
、
紀
伊
国
の
日
前
神
な

り
。〕
次
度
に
鋳
た
る
は
、
其
の
状
美
麗
し
。〔
是
、
伊
勢
の
大
神
な
り
。〕 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

神
宮
の
御
鏡
と
天
手
力
男
神
、
日
前
神
社
の
御
鏡
と
天
手
力
男
神
社
の
対
応

か
ら
、
御
鏡
（
御
正
體
）
と
の
関
係
性
、
そ
の
殿
を
守
る
存
在
と
し
て
の
神
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

天
手
力
男
神
に
仕
え
る
物
忌
は
「
宮
守
」
を
冠
し
て
い
ま
す
。
宮
守
そ
の
も

の
が
天
手
力
男
神
の
職
掌
と
考
え
れ
ば
、
神
域
に
お
い
て
御
正
宮
を
守
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
直
接
の
武
で
あ
る
「
弓
」
と
呪
術
的
（
鳴
弦
）
な
防
護

の
象
徴
で
あ
る
「
弓
」
を
霊
御
形
と
す
る
こ
と
で
、
天
手
力
男
神
の
役
割
が
推

測
で
き
ま
す
。 
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万
幡
豊
秋
津
姫
命
は
、『
古
事
記
』
の
天
孫
降
臨
の
条
に
（
原
文
を
読
み
下
し

て
以
下
に
記
す
。） 

尓
し
て
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
ち
て
、
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日

天
忍
穂
耳
命
に
詔
ら
さ
く
「
今
、
葦
原
中
国
を
平
ゲ
訖
ト
白
せ
り
。
故
、

言
依
さ
し
賜
ひ
し
随
に
降
り
坐
し
而
知
者
せ
。
」
ト
ノ
ら
す
。
尓
し
て
、
其

ノ
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
答
へ
て
白
さ
く
、「
僕
者
降
り
将
装

束
し
つ
る
間
に
、
子
生
れ
出
で
ぬ
。
名
は
天
迩
岐
志
国
迩
岐
志
天
津
日
高

日
子
番
能
迩
迩
藝
命
。
此
ノ
子
降
す
応
し
。」
ト
ま
を
す
。
此
ノ
御
子
者
、

高
木
神
之
女
、
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
に
御
合
し
て
、
生
み
ま
せ
る
子
、

天
火
明
命
。
次
に
日
子
番
能
迩
迩
藝
命
。
二
柱
な
り
。 

と
あ
り
、
万
幡
豊
秋
津
姫
命
は
、
高
御
産
巣
日
神
（
高
木
神
）
の
娘
で
あ
り
、

正
勝
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
命
の
夫
人
で
あ
り
、
天
火
明
（
尾
張
連
の
祖
先
神
）

と
天
孫
降
臨
す
る
日
子
番
能
迩
々
芸
命
の
母
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

『
日
本
書
紀
』
で
は
、（
原
文
を
読
み
下
し
て
以
下
に
記
す
。） 

第
九
段
の
本
文
に
、 

天
照
大
神
の
子
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
、
高
皇
産
霊
尊
の
女
、
𣑥

幡
千
千
姫
を
娶
き
た
ま
ひ
て
、
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
を
生
れ
ま
す
。
故
、

皇
祖
高
皇
産
霊
尊
、
特
に
憐
愛
を
鍾
め
て
、
崇
て
養
し
た
ま
ふ
。
遂
に
皇

孫
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
を
立
て
て
、
葦
原
中
国
の
主
と
せ
む
と
欲
す
。 

と
書
い
て
あ
り
、 

一
書
の
一
に
は
、 

既
に
し
て
、
天
照
大
神
、
思
兼
神
の
妹
萬
幡
豊
秋
津
姫
命
を
以
て
、
正
哉

吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
に
配
せ
ま
つ
り
て
妃
と
し
て
、
葦
原
中
国
に
降

し
ま
さ
し
む
。 

一
書
の
二
に
は
、 

則
ち
、
高
皇
産
霊
尊
の
女
、
號
は
萬
幡
姫
を
以
て
、
天
忍
穂
耳
尊
に
配
せ

て
妃
と
し
て
降
す
ま
つ
ら
し
め
た
ま
ふ
。
故
、
時
に
虚
天
に
居
し
ま
し
て

生
め
る
兒
を
、
天
津
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
と
號
す
。
因
り
て
此
の
皇
孫
を
以
て

親
に
代
へ
て
降
し
ま
つ
ら
む
と
欲
す
。 

一
書
の
六
に
は
、 

天
忍
穂
根
尊
、
高
皇
産
霊
尊
の
女
子
𣑥
幡
千
千
姫
萬
幡
姫
命
、
亦
は
云
は

く
、
高
皇
産
霊
尊
の
兒
火
之
戸
幡
姫
の
兒
千
千
姫
命
と
い
ふ
。
を
娶
り
た

ま
ふ
。
而
し
て
兒
天
火
明
命
を
生
む
。
次
に
天
津
彦
根
火
瓊
瓊
杵
根
尊
を

生
み
ま
つ
る
。 

一
書
の
七
に
は
、 

高
皇
産
霊
尊
の
女
天
萬
𣑥
幡
千
幡
姫
。
一
に
云
は
く
、
高
皇
産
霊
尊
の
兒
、

萬
幡
姫
の
兒
玉
依
姫
と
い
ふ
。 

一
書
の
八
に
は
、 

正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
、
高
皇
産
霊
尊
の
女
天
萬
𣑥
幡
千
幡
姫
を

娶
り
て
、
云
々 
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と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

一
書
の
二
、
六
、
七
、
八
に
、『
古
事
記
』
と
同
じ
く
高
御
産
巣
日
神
の
娘
と
し
、

一
書
の
一
に
は
思
兼
命
の
妹
と
し
、
一
書
の
六
の
異
伝
に
は
、
高
御
産
巣
日
尊

の
児
の
火
之
戸
幡
姫
の
児
と
し
、
一
書
の
七
の
異
伝
に
は
高
御
産
巣
日
尊
の
児

の
万
幡
姫
の
児
、
玉
依
姫
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

結
果
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
万
幡
豊
秋
津
姫
命
は
、
高
御
産
巣
日
神
の
娘
で

あ
り
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
の
妃
に
し
て
、
皇
孫
で
あ
る
番
能
迩
迩

藝
命
の
母
で
あ
り
、
思
金
神
と
は
兄
妹
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

神
名
か
ら
、「
幡
」
は
機
織
り
の
意
、
栲
（
楮
の
木
）
は
麻
類
の
織
物
、「
千
々
」

「
豊
」「
万
」
は
た
く
さ
ん
の
、
豊
か
な
、「
秋
津
」
は
、
や
ま
と
の
国
と
い
う

こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

地
祭
（
と
こ
ま
つ
り
）
の
物
忌
と
い
う
語
か
ら
、
大
宮
の
地
を
祭
る
神
の
物

忌
と
推
測
さ
れ
ま
す
。『
大
神
宮
儀
式
解
』
は
、「
造
替
遷
宮
の
地
鎮
も
地
祭
の

物
忌
に
つ
と
め
し
む
」
と
し
、「
大
宮
地
を
祭
る
は
殊
に
重
事
な
り
。」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
神
も
ま
た
、
直
接
の
武
で
あ
る
「
剣
」
を
霊
御
形
と
し
、
宮
殿

地
を
守
る
役
目
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。 

㈥
、
結 

今
回
は
、
霊
御
形
に
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
殿
神
の
霊
御
形
が
、
弓

と
剣
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
外
か
ら
の
何
モ
ノ
か
ら
、
御
正
體
（
宮
）
を
護
り
、

ま
た
、
そ
の
宮
殿
の
大
地
を
護
る
こ
と
が
知
れ
ま
す
。 

相
殿
神
の
専
属
の
物
忌
が
冠
す
る
、
宮
守
、
地
祭
に
、
相
殿
神
の
役
割
や
神

格
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。 

    

 

一 

「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
第
一
巻 

平
凡
社 

昭
和

四
五
年
。
底
本
は
『
群
書
類
従
』
本
と
し
、
対
校
し
た
。 

二 

中
川
経
雅
「
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
」『
大
神
宮
儀
式
解
』
巻
十
八 

吉

川
弘
文
館 

平
成
十
八
年
。 

三 

阪
本
廣
太
郎
「
中
編
・
第
五
章 

第
五
節 

神
宮
の
儀
（
古
儀
）
」『
神
宮
祭

祀
概
説
』
神
宮
司
庁
教
導
部 

昭
和
四
十
年
。 

四 

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
巻 

筑
摩
書
房 

昭
和
四
三
年
。 

五 

日
本
古
典
文
学
大
系 

『
日
本
書
紀
』
岩
波
書
店 

昭
和
四
二
年
。 

六 

忌
部
広
成
『
古
語
拾
遺
』
新
撰
日
本
古
典
文
庫
４ 

高
橋
氏
文 

現
代
思
潮

社 

平
成
二
十
二
年
。 

七 

日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
岩
波
書
店 

昭
和
五
七
年
。 

八 

『
延
喜
式
』
巻
九 

大
岡
山
書
店 

昭
和
四
年
。 


